
大黒柱復活

「地震、雷、火事、おやじ」という言葉があったことからもうかがわれるように、以前は、「がんこおやじ」「雷おやじ」が、父親の一般的イメージでした。

しかし、最近はものわかりがよ過ぎ、子どもの立場を尊重し過ぎて、子どもに媚びる態度を取り、必要なときにも毅然とした姿勢で教え諭すことができないため、子どもに頼りないという印象を与えてあなどられる「へなへなパパ」が増えていると指摘されています。

その反面、仕事に打ち込むあまり、家族とのコミュニケーションをおろそかにし、対話の途絶えた「下宿人パパ」も増えているといわれています。

父親の権威も落ちたものだと、父親の一人として慨嘆にたえません。

家庭教育では、「愛情と厳しさ」の両者のバランスが大切です。厳しさを裏付けるのは権威です。権威のない厳しさは子どもに反抗心を抱かせるだけで逆効果です。

父親は家庭のまとまりの中心となり、一人一人が自分なりの生活を築き発展させるためのリーダーシップを発揮し、家庭の大黒柱としての権威を取り戻すことが必要です。それは以前のような家父長制度に支えられた権力ではなく、家族の信頼と尊敬から生まれた真の権威といえましょう。

子どもの成長につれて、父親の役割は大きくなります。日ごろ、父親の仕事や生活に触れさせ、父親の役割をよく理解させるとともに、子どもの将来の夢を聞いてあげたり、自分の少年時代の日々を語ってやることも必要です。
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